






























































































































































(Ra=■51, β=.28, β=.32, β=―.45, β=―.35),
「親密」から「親しくない他者との社交状況の回
避」(Ra2=.24, β=―.51),「親和J から 「注目
される状況への恐怖感/不安感」(Ra2=.23, β=
―.51)「注目される状況の同避J(Pa七.11, β=
―.38)であつた。女性はわずかではあるが 「親
密」から「注目される状況への恐怖感/不安感」
(Ra2=.08, β=―.32)「コミュニケーション状況
への恐怖感/不安感」(Ra七.07, β= .31)「親し
くない他者との社交状況の回避」(Ra七.11, β=
―.36)となつた。これらの結果から,両親の養
育態度が社交不安障害傾向に与える影響よりも,
きょうだいとの関係か良好であるか否かが社交不
安障害の傾向に影響を与えていることが示唆され,
仮説3は一部支持された。
臨床心理学的意義
本研究から,社交不安障害傾向に影響を与える
ものとして,母親だけでなく,父親の養育態度や
きょうだいとの関係の重要性が明らかになった。
特に少子化といわれる現代において,きょうだい
の存在は重要であると考えられ,きょうだいとの
関係の質がその後の社交不安障害傾向に影響を与
える可能性があるというという点が見いだせたこ
とは意義のある事だつたのではないかと考えられ
る。
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